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のための考慮点として、 (D1) 並列計算モデ、ルの利用による予測オーバヘッドの低減、 (D2) 並列計算モデ、ルの拡





















次に(2)では、 MW型並列プログラムの高精度な性能予測を実現するための考慮点として、 (D1) 並列計算モデルの
利用による予測オーバヘッドの低減、 (D2) 並列計算モデルの拡張によるマスタの通信オーバヘッドのモデ、ル化、お
よび (D3) プログラム実行時に決まる挙動の再現の 3 点を示している。また、実験によって、従来手法での予測誤差
は最大 42%であるのに対し、考慮点に基づく性能予測によって最大 10% という良い精度で予測できることを示して
し、る。
さらに、 (2)における性能予測の高速化手法を提案している。提案手法では、一部のタスクの実行時聞から残りのタ
スクの実行時間を線形補聞によって推測することで、直接実行部分を削減し、性能予測の高速化を実現している。さ
らに、実験によって、提案手法の予測速度は従来手法より1.7 倍以上であり、実測と予測の誤差は 7%以下であるこ
とを示している。この結果は、従来手法と同程度に良い予測精度を保ちつつ高速に性能予測できることを示しており、
提案手法は有用であるといえる。
以上の研究成果は、多様化が進む近年の分散メモリ環境において、並列プログラムの開発者に対して並列プログラ
ムの開発を容易にし、また、 MW型並列プログラムの高速な実行を支援できる点で有用であり、博士(情報科学)の
学位論文として価値のあるものと認める。
ハU円ο??
